
●揺れがおさまるまで机の下に身をかくし、事故の安全を確保する。
　　あわてて外に飛び出さない。

●揺れが収まってから、頭をカバン等で保護し、頭上に注意しながら一時集合場所に避難する。

●火災を発見したら、非常ベルを押し、大声で「火事！」を周りに知らせる。

●事故の安全が確保できるなら、消火器等で初期消火に努める。

緊急時の連絡

火災時は非常ベルを押してから、下記に至急電話連絡！

消防署 119 （学内固定電話からは0発信で119番）

119番通報で聞かれること
■「火事ですか？救急ですか？」

■「場所はどこですか？」
➡住所が分からない時は知っている人に代わってもらうか目標物を伝える。

■火災「何が燃えていますか？」、救急「どうしましたか？」
➡具体的に伝える。

警備室 内線2260

＊大きな災害時には人が不足します。積極的にボランティア活動に参加しよう。

東京都市大学世田谷キャンパス大地震発生時の緊急避難・対応について

必要に応じてプリントアウトして携帯するか、研究室の目のつくところに貼っておこう！
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災害発生時避難場所C地区

　一時避難場所　３号館前・サクラガーデン・６号館北側
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狭い道、建物壁面、塀際など危険な個所は避けて避難しよう。
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